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荻
出
神
社
の
春
の
例
荼
に
合
わ
せ
て

盛
人
に
発
表
会
が
行
わ
薇
ま
し
た

獅
子
曳
き
の
皆
さ
ん
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皆
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亜

弓
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ん

五
区

唐
沢
美
代
子
さ
ん

六
区

竹
内
真
友
美
さ
ん

萩
山
に
春
が

自治会役員の皆さんの肩車で安養寺へ挨拶に
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無事に萩山神社への奉納を終え区民会館に全員集合です
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平成18年 6月 1日 下 市 田 区 報 館 報 第 64号 (2)

区
の
情
勢
に
つ
い
て
　
　
　
　
嘲肝箪に師

区

長

木

　

下

　

　

豊

　

加
卵
イー‥‐
６
一
‐，又‐

▼
地
区
計
画
に
よ
る
施
工
箇
所
　
中

で
す
が
し
月
頃
に
は
竣
ル
す

等
の
確
認
　
　
　
　
　
　
　
　
る
予
定

で
す
。

去

る
四
月
卜
六

日

（
日
）
午
　
　
こ
れ
ら
が
完
成
す
る
と
こ
の

前
中
、
平
成
卜
八
年
度

の
地
区

　

´
帯

の
様
相
は

´
変
し
、
特

に

計
画
に
よ
る
道
路
や
水
路
の
新

　

一
区
ド
段

の
集
会
施
設
を
中
心

設

・
改
良
や
維
持

ｌｌ
事
、
ま
た
　
に
新
し
い
区
民
の
拠
り
所
と
し

安
全
施
設
の
設
置
な
ど
、
本
年
　
て
発
展
す
る
も
の
と
期
待
さ
れ

植
え
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
　
　
一

樹
木

の
伐
採
や
片
付
け
に
つ

一

き
ま
し
て
は
林
務
委
員
、
代
議

一

員
、
氏
子
総
代

の
皆
さ
ん
の
ご

一

協
力
に
よ
り
二
月
二
十
七
日
に

植
え
付
け
を
完
了
し
ま
し
た
。

桜

の
品
種
は
陽
春
五
本

・
紅
華

（
八
重
）
五
本

で
、

こ
の
苗

の

確
保

に
つ
き
ま
し
て
は
三
区

の

橋
都
正
さ
ん
に
ご
配
慮

い
た
だ

き
ま
し
た
。
十
年

・
二
十
年
後

を
期
待
し
て
育

て
た
い
と
思

っ

て
お
り
ま
す
の
で
ご
協
力
く
だ

さ
い
。

▼
牧

の
内
堤
の
漏
水
と
新
堤
入

水
路
の
補
修

牧

の
内
堤
が
四
月
の
時
点
で

漏
水
し
ま
し
た
が
水
位
を
五
十

ｃｍ
ほ
ど
下
げ
る
こ
と
に
よ

っ
て

止
ま

っ
て
い
る
の
で
、
早
急
に

改
修

で
き
る
よ
う
町

へ
お
願

い

し
た
と
こ
ろ
、
県
が
対
応
し
て

く
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
新
堤
の
入
水
路

の
補
修

に
つ
い
て
は
早
速
町
で
対
応
し

て
く
れ
て
復
旧
し
ま
し
た
。

▼
松
岡
城
址
の
火
災

四
月
二
十
日
午
後
四
時
半
頃

松
岡
城
址
の
東
南
斜
面
か
ら
出

火
し
、
Ｆ
草
や

マ
ン
ダ
ケ
な
ど

凡
そ
八
百
２ｍ
ほ
ど
が
焼
け
、
約

一
時
間
後
に
鎮
火
し
ま
し
た
。

原
因
は
調
査
中
と
の
こ
と
で
す

が
、

こ
の
時
期
の
山
で
の
焚
き

火
や
タ
バ

コ
の
火
な
ど
に
は
、

特

に
注
意
し
た
い
も
の
で
す
。

度
行
う
予
定

の
施
工
箇
所
等
の

現
地
確
認
を
行
い
ま
し
た
。

熊
谷
町
長
さ
ん
を
は
じ
め
町

の
担
当
職
員
と
下
市
田
区
か
ら

区
二
役
、
土
木
委
員
、
水
利
委

員
、
地
元
町
議
が
参
加
し
て
、

主
な
と
こ
ろ
を
巡
視
し
た
後
、

区
民
会
館
前
駐
市
場

で
約

一
時

間
ほ
ど
懇
談
し
、
事
業

の
進
め

方

の
説
明
や
、
意
見

・
要
望
等

が
出
さ
れ
ま
し
た
。
住
民
要
望

が
多

い
中

で
町
の
予
算
は
年

々

削
減
さ
れ
る
現
状
か
ら
今
後

の

地
区
計
画
に
よ
る
事
業
推
進

に

も
課
題
は
多

い
と
思
わ
れ
る
。

▼

一
区
北
村
地
区
の
変
貌

ご
承
知

の
方
も
多

い
と
思

い

ま
す
が
、
国
道
１
５
３
号
線

の

Ａ
コ
ー
プ
北
か
ら
左

に
入

っ
て

一
区
北

の
原
常
会

の
住
宅
街

の

す
ぐ
西
側
を
北
に
向
か

っ
て
車

道
六

ｍ
・
歩
道
二

ｍ
、
延
長
約

二
百
六
卜
二

ｍ
の
素
晴
ら
し
い

道
路
が
問
も
な
く
完
成

（五
月

末
）
し
よ
う
と
し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
そ
の
道
路

の
東
側
に

ま
す
。

▼
区
有
地

へ
桜
の
植
樹

ド
市
田
保
育
園
の
Ｌ

（西
側
）

の
神
社
地

の
隣
に
区
有
地
が
あ

り
ま
す
が
そ
こ
に
あ

っ
た
大
き

な
松

の
本
が
松
く

い
虫
に
よ

っ

て
枯
れ
て
し
ま
い
、
昨
年
秋
に

伐
採
し
ま
し
た
。

そ
の
時

に
周
囲
の
本
が
傷
ん

だ
り
、
そ
の
付
近

に
あ
る
古

い

桜

の
木
が
老
衰

の
状
態

に
な

っ

て
い
る
の
で
、

こ
の

一
帯

の
雑

木
な
ど
を
整
理
し
て
桜
の
苗
を

(}ユイ:サ: lij)

△印減 (単位 円)

平成17年度下市田区一般会計決算報告書
(r;平成17年 4月 111～至平成18年 3月 3111)

収人′)計 40.1:37.127円  支出金計羽.501.115円  差引残高 6.635.982円

Ⅱ.【支出金の部】

平成17年度 高森町公民館下市田支館決算報告書

(自
｀F成 17年 4月 1日 ～至平成 18年 3月 31日 )

決算収入額 4.088.066円  決算支出額 3,351,686円  残 高 736.380円 (JAみ なみ信州預金残高)
《支出の部》

I【収入金の部】

《収入の部》

項   日
1.総  務
2.環 境 衛 生

3.林  務
4.土  木
5.水  利
6.消  防
7.公 民 館

8.予  備

予 算 額

12.000.000

1,170,000

900,000

6,000,000

2,500,000

2,600,000

3,000,000

11,026,657

決算支出額

11,825,381

1,010.554

730,491

2,693,923

2,334,759

2,170,492

3,000,000

9,735,845

比 較 増 減

174,619

159,446

169,509

3,306,077

165.241

429,508

0

1,290,812

支 出 合 計  1 39,196,657 33,501,445 5,695,212

項   卜1
1.区    費
2.繰  入  金
3.町 支 」1金
4.員オ 産 収 入
5.地 元 負 担 金

6.消 防 義 務 金

7.諸 収 入 金

8.前 期 繰 越 金

収 入 合 計

予 算 額

15,000,000

550,000

6.000,000

7.400,000

350,000

2,100,000

1,500,000

6,296,657

39,196,657

決算収入額

15.809,800

509,597

4,455,912

8,683,148

174,890

2.280,000

1,927,423

6,296,657

40.137.427

比 較 増 減

809,800

-    40,403

-  1,544,088

1,283,148

-   175,110

180,000

427,423

0

940,770

一
総

一事

一
広

一
予

務

一
業

一
報

一
備

費

費

費

費

予 算 額

1,990,000

1,870,000

20,000

171,000

219,590

367,295

15,669

96,760

計

△

〈
日 699,3144,051,000

△

△

△

‖中 力成算 額

繰

繰

1甫

雑

11,146

0

5,900

20,020

予 算 額 決 算 額 1 増 減
匡__三二_

1       1.000 1

1    4,051,000 1

3.000.000

450,000

37,066

ヽ
　
　
．

ヽ_

ヽ_

科  「|

1,770,410

1,502,705

4,331

74,240

科  II
越

一
人

一
助

一
収

金

一
金

一
金

一
人

611,146

3,000,000

455,900

21,020



(3)平成18年 6月 1日 下 市 田 区 報 ・ 館 報 第 64号

日
頃
、
用
水
路

・
排
水
路
の

清
掃
管
理
等
水
利
事
業
に
つ
き

ま
し
て
ご
協
力
頂
き
、
厚
く
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

水
利
委
員
長
の
任
期
も
前
半

が
無
事
終
了
し
、
後
半
に
な
り

ま
し
た
。
今
後
と
も
区
民
の
皆

様
に
は
大
変
ご
迷
惑
を
お
掛
け

し
ま
す
が
、
よ
り

一
層
の
ご
協

力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

さ
て
、
活
動
内
容
で
す
が
、

大
き
な
事
業
と
致
し
ま
し
て
は
、

区
民
の
皆
様
に
も
ご
協
力
い
た

だ
い
て
の
区
内
四
ヶ
所
に
あ
る

用
水
に
必
要
な
土
手
草
刈
り
、

土
手
焼
き
が
あ
り
ま
す
。

日
頃
の
活
動
と
し
ま
し
て
は
、

各
地
区
か
ら
上
が

っ
た
地
区
計

画
の
用
水
路

・
排
水
路
の
工
事

確
認

ｏ
清
掃
管
理
等
が
あ
り
ま

す
。最
近
多
く
な

っ
た
の
が
住
宅

の
新
築
の
増
加
に
と
も
な
い
、

道
路
の
変
化
に
と
も
な
う
用
水

路

・
排
水
路
確
保
の
た
め
の
、

同
意
書
に
印
鑑
を
押
す
こ
と
が

増
え
て
来
ま
し
た
。
最
近
の
農

業
情
勢
、
社
会
情
勢
に
よ
る
農

地
転
用
に
必
要
な
も
の
で
す
が
、

時
の
水
利
委
員
が
簡
単
に
印
鑑

を
押
す
べ
き
も
の
な
の
か
、
今

後
検
討
す
る
必
要
性
が
あ
る
と

思
い
ま
す
。
協
議
検
討
を
お
願

委
員
会
活
動
報
告

水
利
委
員
長

鈴

木

明

博

い
し
ま
す
。

こ
れ
か
ら
梅
雨
の

時
期
に
な
り
、
水
量

も
多
く
な
り
、
よ
り

一
層

の
用
水
路

・
排

水
路
清
掃
管
理
等
が

必
要
に
な
り
ま
す
。

地
域
全
員
で
取
り
組

む
事
が
大
事
か
と
思

い
ま
す
。

今
後
も
水
利
事
業

に
皆
様

の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願

い
致

し
ま
す
。

十
七
年
度
決
算
の

監
査
委
員
所
見

士
口
　
川

　

登

去
る
四
月
二
十

一
日
に
平
成

十
七
年
度
下
市
田
区

一
般
会
計
、

特
別
会
計
、
公
民
館
下
市
田
支

館
会
計
、
萩
山
神
社

一
般
会
計
、

特
別
会
計
の
年
度
末
決
算
監
査

を
実
施

い
た
し
ま
し
た
。

各
会
計
と
も
正
確
■

つ
適
正

に
処
理
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
。

又
、
代
議
員
会
議
事
録
、
各
委

員
会

の
記
録
も
適
正
に
記
録
さ

れ
て
お
り
ま
し
た
。

下
市
田
区
会
計

に
つ
い
て
は

町
か
ら
の
各
種
補
助
金
が
削
減

さ
れ
た

一
方
、
区
有
地

の
潰
地

立
木
代
収
入
が
あ
り
、
又
、
区

費
も
前
年
度
比

一
・
六
七
％
の

増
収
と
な

っ
て
お
り
ま
し
た
。

区
費
、
消
防
義
務
金

の
徴
収

に

つ
き
、
役
員
の
方

々
が
大
変
な

ご
苦
労
を
さ
れ
て
い
る
と
感
じ

敬
意
を
表
し
ま
す
。

下
市
田
区

の
諸
規
程
集

の
改

正
が
代
議
員
会

で
の
検
討
、
承

認

の
結
果
改
訂
さ
れ
て
備
付
け

と
な

っ
た
こ
と
は
、
時
宜
を
得

た
取
扱

い
で
あ
る
と
感
じ
ま
し

た
。平
成
十
八
年
度
は
、
各
会
計

の
決
算
監
査
と
併
せ
て
、
区
有

地

の
巡
視
、
各
機
関
の
備
品
、

財
産
台
帳
と
現
物
と
の
照
合
を

実
施
す
る
予
定

で
す
。

二区の水路

平成18年度高森町公民館下市田支館事業計画 平成18年度 高森町公民館下市田各分館事業計画

月 11(曜 ) `j撃  業 名 内  容  等

6月 1[1(本 )
*区報。館報「萩の郷
64)J発行

編集会議
5/1 ・ 5/15・ 5/24・ 6/5

6月 10H巾 ・町議から議会活動報告
・ 区民からの要望を元に懇

談会

*地几||1身 町議会議it
との懇談会

7月 29日 |11) *萩の早まつり 。盆踊 り (全員 )
。子供花火大会 (4区 r供
さんによる縄文の火起 )
。演 奏 (和 太鼓 )
。演 技 (保 育図児・各区 )
。お楽しみコーナー

(各区計年会 )

10月 14日 (l,

～15L](H)

*文化祭り。敬老会
・作品展示
・ ぐるリウォーキング

(史跡巡り)
。敬老会
。講演会
・舞台発表会

11月 1日 (フКI*区報。館報「萩の郷」

1 65号 発行

・編集会議 4回

11,J1811中

～1911(HI

*町ふるさと祭り
テント村出店

。おじるこ無料サービス

2.300食 を 予定

(分館長・ l:il・ 各区女性

′S、 るさとイ支il)

19年

2月 1日 (～

*区報・館報「萩の郷」
66)ナ発行

・編集会議 4回

3月 24日 (D

～25日 (‖ )

*萩山神社春祭リタ祭
′′   本祭

*芸能保存発表会
(獅 r舞・史等 )
。囃 r屋台の短冊依頼、飾

付け
。囃 r屋台引き r供
(法被貸与、おやつ配布 )
。写真11渋影

随 BI *図 書関係
。新 11図 1キ購入 (1月 811)
。IXI書の貸出と管理

区1月 11(曜 )

２２

２

３

9月 171口‖|

・交流会 (盆踊り、夜店他)
。趣味の作品、子供上器作品展示
・ふれあいサロン

・講演会
・交流会 (常会・クラブ毎芸能発表 ,

踊り、出店

*ノじILマ レットゴルフ大会

*芸能祭

`l千   業  名
*ふれあい広場夏まつり
*展 覧 会
(新会館披露を兼ねて)

*ペ タンク大会
*納涼祭
*ふれあい運動会

内  容  等

6月 411(H)
7月 15‖ 巾

10月 81‖‖)

19年

1り ,11111」 )

4月 91‖‖)

6り」2511(||)

9月 1011(‖
'

19年

1 り」2011(11)

1月 28‖ (‖ )

|え

・高齢者の交流会
・地域を築いてこられた先輩方を敬愛し長

寿を祝う
5区活動グループによる
。ステージ発表、舞踏、民謡、ウクレレ、
人正琴
・昼食会
・展示発表、絵画、陶芸、手芸、書道、茶道
・ グランドゴルフ・ペタンク大会

・交流を深め連帯意識を高める

*多 lt代交流 ふれあい'「業 ・高寿会・育成会分館交流事業

*どんと焼き

・高齢者の交流会

*ス ポーツ大会

・常会対抗運動会
6月 25[I(‖ )

10月 811(‖ )

11'j26日 (H)

19年

1月 811(月 )

8月 611(HI
10,J911げ 」|

1911

1月 1目 (サ jl

l月 20H中

*夏季スホーツ大会
*ふれあい広場

*元 ILマ ラツ/
*冬季スホーツ大会

*高齢者の集い
*敬老慰安・区展。文化祭

ツフトボールと焼肉
ミニ運動会と演芸

。マラツン大会 (他地区からの参加も歓迎 )

。老人クラブと r供達との交流

*独 立世帯、アパートと自治
会との懇談会
*高齢者の集い

*ふれあい運動会
*教育問題等懇談会

６

　

　

い

5月 2111‖ )

8月 18日 (杓

*グ ランドゴルフ大会
(公民館 )
*夏祭り (自治会)

・親水公園にて各組、常会対抗のグランド
ゴルフ大会
・大煙火大会、灯篭流し

子供提灼行列、 子供。人人神興

` ヽ

亀
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新しく選出された
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６
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ノ宮

先
ず
、
昨
年
夏
の
二
期
日

出
馬

に
ご
理
解
と
ご
支
援
を

頂
き
、
深
く
感
謝
を
中
し
上

げ
ま
す
。

議
員
と
し
て
の
務
め
は
、

町
政

に
対
し

『
是

々
非

々
』

の
立
場

で
町
民
の
代
弁
者
と

し
て
全
う
す
る
事
が
責
務
と

承
知
す
る
も
の
で
、
そ
の
上

で
我
が
下
市
田
出
身

の
新
町

長
誕
生
は
大

い
に
期
待
す

べ

き
も
の
で
あ
り
、
元
同
僚
議

員
と
し
て
区

の
発
展
論
を
交

わ
し
た
良

い
関
係
を
維
持
し

つ
つ
、
町
民
皆
様
が
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
町
づ
く
り
に
全

身
全
霊

で
当
る
所
存

で
ご
ざ

い
ま
す
。

平
成
十
八
年
度
予
算
は
自

立
を
自
覚
し
た
上

で
の
身

の

丈
緊
縮
財
政
と
の
認
識
は
否

め
ず
審
査
も
苦
慮
し
た
訳
で

す
が
、
現
実
を
ご
理
解
頂
く

中

で
住
民
が
自
主
的
に
参
画

さ
れ
て
の
、
町
民
に
よ
る
町

民
の
為
の
代
表
者
と
し
て
役

割
を
果
た
し
た
い
と
思

い
ま

す
。
最
後

に
…

『
町
と
議
会

が
車

の
両
輪

で
あ
る
な
ら
、

町
民
皆
様
は
主
動
カ

エ
ン
ジ

ン
で
あ
る
』

最
近
、
国
は
二
位

一
体
改

革
と
い
う
こ
と
で
、
地
方
交

付
税
、
補
助
金
を
減
ら
し
て

き
て
い
る
。
国

の
財
政
運
営

の
失
敗
を
地
方
に
押
し

つ
け

る
事
は
許
せ
ま
せ
ん
。

前
の
町
長

の
時
期
に
は
、

国

の
勧
め
も
あ

っ
て
、
借
金

し
て
も
欲
し
い
も
の
は
ど
ん

ど
ん
作
れ
と
、
贅
沢
に
な
れ

て
し
ま

っ
た
の
で
は
な
い
か

と
心
配
で
す
。

こ
れ
か
ら
は

倹
約
に
努
め
て
、
財
政
を
切

り
詰
め
ね
ば
な
ら
な
く
な
り

ま
す
。
そ
の
時
優
先
し
て
守

ら
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
、

町
民
の
安
全
と
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
よ
う
に
す
る
こ
と
で

す
。

こ
の
事
が
自
治
体
の
守

る

べ
き
第

一
の
任
務
だ
と
考

え
ま
す
。
便
利
さ
や
快
適
さ

は
、
あ
と
ま
わ
し
に
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
で
し

ょ
う
。

改
革
を
進
め
る
上
で
、

こ

の
点
に
留
意
し
て
、
町
民

の

理
解
と
協
力
を
得
な
が
ら
進

め
る
こ
と
が

一
番
大
事
だ
と

思
い
ま
す
。

新
町
議
会
議
員

と
し
て
思
う
事

小

島

福

夫

月
の
町
議
会
議
員
補
欠

選
挙
に
お
い
て
は
、
ド
市
旧

区
民
の
皆
様
に
は
大
変
お
障

話
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
場

を
お
借
り
し
て
心
よ
り
御
礼

申
し
Ｌ
げ
ま
す
。

今

．
番
危
惧
し
て
い
る
間

題
は
、
戦
後
六
卜
年

の
歳
月

．

を
経
た
現
在
、
物
質

の
山豆
か

さ
を
求
め
す
ぎ
、
大
事
な
道

徳
心
を
置
き
去
り
に
し
て
き

て
し
ま

っ
た
こ
と
で
す
。
そ

の
軸
と
な
る
の
は
家
庭
や
地

域
教
育
に
あ
る
と
思
い
ま
す
。

ま
た
社
会
構
造
を
揺
る
が
す

未
曾
有
の
少
子
高
齢
化
、
そ

れ
に
よ
る
年
金

・
介
護

・
医

一

療
問
題
は
町
行
政
、
議
会
だ

一

け
の
問
題

で
は
な
く
、
皆
様

一

と

一
緒
に
考
え
解
決
し
て
い

一

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と

一

で
す
。
財
政
面
も
非
常

に
厳

一

し
い
時
代
と
認
識
し
て
い
ま

一

す
が
、
蘭
施
設
の
検
討
委
員

一

会
、
営
農
支
援
セ
ン
タ
ー
、　
一

子
育

て
支
援
セ
ン
タ
ー
の
立

一

ち
上
げ
も
進
ん
で
ま
い
り
ま

一

し
た
。
議
員
と
し
て
日
々
努

一

カ
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、　
一

よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ

一

ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

官
か
ら
民
ヘ

宮

外

正

彦

一
月

の
町
長
選
挙

に
よ
り

新
町
長
が
誕
生
し
て
、
町
の

雰
囲
気
も
変

っ
て
来
ま
し
た
。

国
の
官
か
ら
民

へ
の
ス
ロ
ー

ガ

ン
の
も
と
補
助
金
等

の
財

源
が
国
か
ら
地
方

へ
委
譲
す

る
に
伴

い
地
方

の
裁
量
が
増

え
て
ま
い
り
ま
し
た
。
そ
れ

と
共
に
首
長

・
議
員

・
町
職

員
の
責
任
も
重
大

に
な

っ
て

来
ま
し
た
。
議
員
に
求
め
ら

れ
る
も
の
と
し
て
い
く

つ
か

あ
り
ま
す
が
、
そ
の
中

で
最

大

の
も
の
は
行
政

の
執
行
に

寄
与
す
る
事

で
あ
り
ま
す
。

最
小
の
費
用
で
最
大

の
効
果

を
Ｌ
げ
る
為

に
全

て
の
事
務

事
業
、
行
政
に
つ
い
て
そ
の

日
標
と
評
価
を
明
確

に
す
る

事
が
早
急

の
課
題

で
あ
り
、

住
民
の
満
足
度

の
視
点
に
立

ち

コ
ス
ト
削
減
に
努
め
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
行
政

の

執
行
権
は
首
長
に
あ
り
ま
す

が
、
議
員
と
し
て
単
に
チ

ェ
ッ

ク
機
能
を
果
た
す
こ
と
の
み

で
な
く
首
長
に
具
体
的
に
提

案
す
る
事
を
常
に
念
頭
に
お

き
な
が
ら
、
低

い
と
い
わ
れ

る
地
方
議
会

の
信
頼
度
、
期

待
度
を
回
復
す
る
為

に
自
己

啓
発
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
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実
行
委
員
長

大

原

光

明

は
Ｆ
市
田
区
長
さ
ん
、
代
議
員

会
長
さ
ん
、
社
会
福
祉
協
議
会

副
会
長
さ
ん
の
挨
拶
と
、
今
年

新
し
く
町
長
に
な
ら
れ
ま
し
た

熊
谷
町
長
さ
ん
も
見
え
ら
れ
挨

拶
を
頂
き
、
花
を
添
え
て
頂
き

ま
し
た
。

開
会
行
事

の
後
、
下
市
田
保

育
園
の
園
児

に
よ
る
ス
テ
ー
ジ

発
表
、
歌
と
ダ

ン
ス
に
は
そ
の

可
愛

い
仕
草

に
、
お
年
寄
り
の

皆
さ
ん
は
微
笑
み
、
中

に
は
涙

ぐ
み
、
目
を
赤
く
し
て
拍
手
を

送

っ
て
見
て
く
れ
て
い
ま
し
た
。

園
児

の
皆
さ
ん
は
、
お
じ
い
さ

ん
、
お
ば
あ
さ
ん
と
向
か
い
合

っ

て
座
り
、
肩
叩
き
を
し
た
り
、

手
を
取
り
合

っ
て
ふ
れ
あ

っ
て

く
れ
て
い
ま
し
た
こ
そ
の
後
、　
一

実
行
委
員
の
女
性

の
皆
さ
ん
に

一

よ
る
心
の
こ
も

っ
た
手
作
り
の

一

味
ご
飯
を
、
全
員
で
美
味
し
く

一

ご
馳
走

に
な
り
、
園
児
の
皆
さ

一

ん
を
拍
手

で
見
送
り
ま
し
た
。　
一

午
後
は
公
民
館

の
皆
さ
ん
の

一

手
配
と
進
行
に
よ
る
、
お
楽
し

一

み
交
流
会
を
お
茶
と
お
菓
子
を

一

頂
き
な
が
ら
、
見
さ
せ
て
頂
き

一

ま
し
た
。
町
の
有
志

で
つ
く

っ

一

て
い
る

「
ほ
ら
ふ
き
会
」
の
皆

一

さ
ん
に
よ
る
寸
劇
座
頭
市
や
、　
一

歌

・
踊
り

・
南
京
工
す
だ
れ
等

一

に
会
場
は
笑

い
で

一
杯
。
大
盛

一

況
で
時
の
た
つ
の
も
忘
れ
、
ア
ッ

一

と
言
う
間
に
時
間
が
過
ぎ
て
し

一

ま
い
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
一

閉
会
行
事
に
は
、
招
待
者
を

一

代
表
さ
れ
中
谷
ゐ
と
子
さ
ん
が

一

心
の
こ
も

っ
た
す
ば
ら
し
い
謝

一

辞
を
述

べ
ら
れ
そ
の
挨
拶

に
感

一

激
致
し
ま
し
た
。
閉
会

の
言
葉

一

を
町
会
議
員
の
久
保
田
さ
ん
に

一

お
願

い
し
、
行
事

の
全

て
を
無

一

事

に
終
わ
る
こ
と
が
出
来
ま
し

一

た
。
来
年
も
又
元
気
な
お
顔
で

一

お
会

い
出
来
ま
す
よ
う
お
祈
り

一

し
な
が
ら
お
見
送
り
し
ま
し
た
。
一

最
後
に
、
お
忙
し
い
中
を
、　
一

此

の
萩

の
里
ふ
れ
あ
い
広
場
の

一

計
画
、
準
備
か
ら
、
又
当
日
も

一

早
朝
よ
り
ご
協
力
頂
き
ま
し
た

一

実
行
委
員
の
皆

々
様

に
は
、
心

一

か
ら
御
礼
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
一

誠
に
有
り
難
う
御
座
い
ま
し
た
。
一

前
日
ま
で
続
い
た
肌
寒
い
雨

も
上
が
り
、
晴
天
に
恵
ま
れ
た

二
月
二
日
、
招
待
者
百
卜
余
名

下
市
田
保
育
園
児
百
十
余
名
、

実
行
委
員
八
十
余
名
と
ア
ト
ラ

ク
シ
ョ
ン
の
出
場
者
を
含
め
〓

百
二
十
余
名

の
参
加
を
頂
き

「
第
十
七
回
萩
の
里
ふ
れ
あ
い

広
場
」
が
、
高
森
町
社
会
福
祉

協
議
会
と
下
市
田
区
の
共
催
に

よ
り
下
市
田
区
民
会
館
を
会
場

に
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

招
待
者
の
方
々
は
今
年
か
ら

昭
和
元
年
十
二
月
二
十

一
日
以

前
生
ま
れ
の
八
十
歳
以
上
の
方

と
、
身
体
障
害
者

の
方
は

一
級

か
ら
三
級

の
方
、
そ
し
て
そ
の

介
護

の
方

々
、　
一
人
暮
ら
し
は

六
十
五
歳
以
上
、
昭
和
十
六
年

十
二
月
二
十

一
日
以
前
生
ま
れ

の
方
、
二
人
暮
ら
し
の
方

々
は

七
十
五
歳
以
上
、
昭
和
六
年
十

二
月
二
十

一
日
以
前
の
方
々
と
、

ご
招
待

の
範
囲
を
拡
げ
、
今
年

中
に
そ
の
お
年
に
な
ら
れ
る
方
々

と
改
め
ま
し
た
。
開
会
行
事
に

単位 千円

平成18年度 下市田区一般会計

歳入歳 出予算書

(自 F`成 18年 4月 111～ 至平成19年 3月 3111)

平成18年 3月 1611可決

【1.歳入の部】         【2.歳出の部】

平成18年度 高森町公民館下市田支館

歳入歳 出予算書

(「 l平成18年 4月 111～至平成19年 3月 3111)

平成18年 3月 1611可決

歳入の部          歳出の部    (単 位 千円)

|ズ   う)

1.総  務 費

5.水  利 費

2.環 境衛生費

3.林  務  費

4.土  木 費

1本年度 予算額

1      12.400

1       1.170

1         900

1       5,500

7.公 民 館 費 |

8.予  備  費 |

合  計
|

2,500

2,600

3,000

4,080

32,150

1.区    費

2.繰  入 金

3.町 支 出 金

4.財 産 収 入

5.地 元負担金

6.消 防義務金

7.諸 収 入 金

8.前 期繰越金

|ス   ク) 本年度 予算額

15,000

550

5,000

1.200

300

2,100

1,500

6,500

32,150〈
日 計

科  目  1本年度予算額

総  務 費 2.310

事 業 費 1.690

広  報  費 20

r  作請  Fi 31

合  計 4.051

繰 越 金 |

1

繰 入 金 |

600

3、 000

ネ|li 助  金 150

雑  収  入 1

合  :汁 4.051

C
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6.消  防  費

科  「1  1本年度予算額
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の
役
を
引
き
受
け
、

最
初
は
何
も
分
か

ら
な
い
所

に
来

て

大
変
だ
な
と
、・
戸

惑

い
を
感
じ
ま
し

六
区
　
北
　
原

下
市
田
の
皆
様
今
日
は
、
私

達
家
族
は
御
縁
あ

っ
て
、
飯
田

市
松
尾
か
ら
出
砂
原
地
区
に
引

っ

越
し
て
参
り
ま
し
た
。

引

っ
越
し
て
来

て
、
感
じ
た

事
は
何
て
静
か
な
所
だ
な
と
感

じ
ま
し
た
。
周
り
は
い
ろ
い
ろ

な
鳥

の
鳴
き
声
、
今
ま
で
こ
ん

な
に
感
じ
な
か

っ
た
気
が
致
し

ま
す
。
そ
れ
で
今
ま
で
居
た
所

が
、
特
に
賑
や
か
な
所
と
言
う

訳
で
は
な
い
の
で
す
が
、
や
は

り
静
か
で
す
ね
。

こ
ち
ら
に
お
世
話

に
な
り

一

年
半
程
に
な
り
ま
す
。
来

て
地

区

の
常
会
に
入
る
早
々
に
安
協

よ
う
こ
そ
下
市
田
ヘ鎮

た
。
月
日
が
た
つ
に
つ
れ
て
皆

様
の
顔
が
、
分
か
る
様
に
な
り

ま
し
た
。
又
、
地
域
の
事
業
も
、

隣
近
所
の
方
達
に
い
ろ
い
ろ
お

聞
き
し
て
少
し
ず
つ
分
か
る
様

に
な
り
ま
し
た
。
と
て
も
有
り

難
く
思

っ
て
お
り
ま
す
。

こ
こ
で
、
家
族
の
紹
介
を
し

て
お
き
ま
す
。
私
と
妻
、
そ
し

て
息
子
夫
婦
、
孫
二
人
の
六
人

家
族
で
す
。
上
の
孫
は
三
歳
の

男
の
子
、
下
が

一
歳
の
女
の
子

で
す
。
上
の
孫
は
吉
田
河
原
保

育
園
に
お
世
話
に
な

っ
て
お
り

ま
す
。
良
い
先
生
方
や
多
く
の

良
い
お
友
達
に
迎
え
ら
れ
毎
日

毎
日
が
楽
し

み
で

通
園
し
て
お
り
ま

す
。
子
供
は
馴
染

む
の
が
早
い
で
す
。

私
達
も
家

の
中

に
ば
か
り
い
て
は

だ
め
。
外
に
出
て
、

観
て
、
話
を
し
て
、

地
域

の
方
達
と
仲

良
く
さ
せ
て
頂
き

た
い
と
思

っ
て
お

り
ま
す
。
大
変
お

世
話

に
な
り
ま
す

が
、
宜
し
く
お
願

い
致
し
ま
す
。

ふ
れ
あ
い
の
中
で
育
つ
　
　
名碁”デ
「きも

一
区

石

原

久

子

　

と
ぴ
あ
飯
田
」
の

三
年
ほ
ど
前
か
ら
参
加
さ
せ
　
調
理
室
で
す
。

て
い
た
だ
い
て
い
る

「
ま
ん
ぷ
　
　
や

っ
て
い
る
事
は
、
お
料
理

く
の
会
」
の
紹
介
を
し
た
い
と
　
す
る
こ
と
。
食

べ
る
こ
と
。
十

思
い
ま
す
。
メ
ン
バ
ー
は
男
女
　
時
に
集
ま
り
十
二
時
に
は
自
分

を
問
わ
ず
、
年
令
も
さ
ま
ざ
ま
　
た
ち
で
作

っ
た
料
理
を
い
た
だ

で
二
十
名
程
度
で
す
。
子
ど
も
　
く
。
楽
し
み
は
唯

一
そ
れ
〃

連
れ
の
お
母
さ
ん
、
授
産
所
で
　
　
最
初
は
大
変
で
し
た
。
包
丁

働
く
男
性
、
娘
さ
ん
等
で
人
と
　
の
扱
い
、
火
気
注
意
。
そ
れ
に

か
か
わ
る
事
で

「
自
立
の
道
を
　
し
ゃ
べ
り
通
し
の
子
。
こ
こ
に

歩
み
た
い
」
そ
ん
な
願
い
を
持

っ
　
居
り
た
く
な
い
子
。
同
じ
事
を

て
い
る
方
々
、
と
ス
タ
ッ
フ
数
　
問
い
か
け
続
け
る
人
等
で
し
た
。

で
も
三
年
を
経

て
彼
等
は
今
集

団

の
中

で
自
分

な
り
の
技
を
磨

千
の
蔵
よ
り
…
。　
　
　
　
％
ｔ
一
一一̈”

三
区

串

原

喜

代

枝

　

に
と
た
？
。．
国‐

政
治
家
の
先
生
方
は
、
や
れ
　
は
素
早
く
産
児
制
限
を
う
ち
出

少
子
化
対
策
だ
、
高
齢
者
の
医
　
し
た
。
「
母
体
保
護

の
立
場
か

療
費
云
々
と
声
高
に
吠
え
る
。
　

ら
も
、
高
い
教
育
を
受
け
さ
せ

諸
悪
の
根
源
は
、
吾
々
高
齢
者
　
る
に
も
、
子
供
は
二
人
、
多
く

に
あ
る
か
に
響
く
ん
な
。
　
　
　
て
も
二
人
」
と
。

第
二
次
大
戦
ま
で
国
は

「
産
　
　
そ
こ
で
夜
、
集
落
の
会
所

へ

め
よ
増
や
せ
よ
」
と
、
十
人
以
　
若
妻
た
ち
を
集
め
て
、
産
児
制

上
、
子
供
の
あ
る
家
庭
を
表
彰
　
限
ち
ゅ
う
こ
と
を
勉
強
し
た
。

し
た
。
吾
々
は
敗
戦
国
の
屈
辱
　
そ
し
て
間
も
な
く
二
人
子
時
代

に
耐
え
、
子
供
た
ち
に
希
望
を
　
が
や

っ
て
来
た
。
人
生
五
十
年

託
し
た
。
苦
し
い
生
活
を
共
に
　
と
言
わ
れ
た
時
代
で
あ

っ
て
見

忍
び
、
た
く
ま
し
く
育

っ
た
。
　

れ
ば
、
こ
の
人
口
政
策
も
つ
じ

と
こ
ろ
が
進
駐
軍
の
お
偉
さ
　
つ
ま
が
合
う
筈
だ

っ
た
の
か
も

ま
が

「
日
本
は
子
供
が
多
す
ぎ
　
な
あ
…
。

い
て
、　
一
人
立
ち
し
よ
う

と
頑
張

っ
て
い
ま
す
。

「
Ｎ
ち

ゃ
ん
静
か

に
料

理

で
き
た
ね
。
こ
の
人
参

の
切
り
方
、

い
い
よ
。
卵

の
割
り
方
す
ご
く
カ

ッ
コ

い
い
じ
ゃ
ん
」
。
ま
た
黙

っ

て
洗

い
物
を
し
て
い
る
Ｋ

さ
ん
に
も
、

い

っ
ぱ
い
ほ

め
て
や
り
ま
す
ｃ

こ
の
日
Ｔ
君

は

「
ボ
ク
、
今

日

Ｔ
人
で
歩

い

て
来
た
の
」
ふ
だ
ん
は
母
と

一
緒

な
の
に
と
驚
き
な
が
ら
も

「偉
か
っ

た
ね
」
。

そ
の
後

の
彼

の
身

の

こ
な
し
は
軽
や
か
で
し
た
。

ま
た
突
然
の
母
の
病

に
食
事

の
世
話
を
し
、
看
病
し
た
Ｍ
君

も
ま
ん
ぷ
く
で
体
験
し
て
自
信

今
や
日
本
は
世
界
に
冠
た
る

長
寿
国
／

今
更
慌

て
て
見

て

も
自
分

で
蒔

い
た
種
な
／

そ

れ
で
も
な
あ
、
わ
し
は
思
う
ん

だ
に
、
人
間
が
子
孫
を
育

て
る

こ
と
は
時
の
政
府

に
命
令
さ
れ

て
の
こ
と
か
な
あ
…
。

子
供
を
育
て
る
こ
と
に
行
政

が
、
地
域
が
、
力

一
杯

の
手
助
け
を
す
る
。
そ

れ
は
大
切
な
こ
と
だ
し
、

わ
し
も
大
賛
成
な
…
。

昔
か
ら

「
千

の
蔵
よ

り
子
は
宝
」
っ
て
言
う

教
え
も
あ
る
で
な
む
…
。

立
派
な
郷
上
を
築
く

／
″

に
ゃ
あ
地
域

で
み
ん
な

を

つ
け
た
中

の

一
人

で
す
。

こ
う
し
て
集
ま

っ
た

一
人

一

人
は
、
す
ご
く
明
る
く
て
友
達

を
見
下
げ
た
り
、
人
を
け
な
し

た
り
は
絶
対

に
し
ま
せ
ん
。

こ
の
ふ
れ
あ
い
が

一
人

で
も

多
く
の
人

の
探
し
求
め
て
い
る

道

に
つ
な
が

っ
て
行
け
れ
ば
と

強
く
願

っ
て
い
ま
す
。

し
て
子
供
を
育

て
る
こ
と
に
協

力
す
る
。

で
も
国
の
子
育

て
る

ん
じ

ゃ
な
い
に

「
子
供
は
親

の

背
を
見

て
育

つ
」
っ
て
ね
。
わ

し
ら
年
寄
り
も
子
供
た
ち
に
人

間
と
し
て
立
派
な
背
中

に
見
て

も
ら
え
る
よ
う
に
生
き
抜
き
た

い
と
思
う
ん
だ
に
。
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中

学

生

Ｌ

Ｉ

Ｆ

Ｅ

　

　

　

彿
醐
【
脚
Ｆ

Ｌ

中

一

松

島

京

子

（
二
区
）

ぃ
達
、
‘楽
し
Ｌ

私
は
今
年
中
学

一
年

に
な
り
　
や
さ
し
か

っ
た
し
。
最
初
二
Ｈ

ま
し
た
。
中
学
生
に
な
る
こ
と
　
位
け

っ
こ
う
き
ん
張
し
て
た
ん

に
対
し
て
不
安
だ

っ
た
こ
と
は
　
で
す
が
、
す
ご
い
楽
し
い
で
す
。

「
部
活
」
「
友
達
」
「
勉
強
」
。
ま
　
そ
し
て
友
達

の
こ
と
。
確
か
に

ず
は
部
活
。
先
ぱ

い
と
の
付
き
　
南
小
の
子
は
多
く
て
、
同
じ
ク

合

い
と
か
、
す
ご
い
不
安

で
し
　
ラ
ス
に
な
る
確
率
も
高
い
け
ど
、

た
。

で
も
、
五
月
か
ら
仮
人
部
　
心
配
だ

っ
た
の
は
、
北
小
の
子

と
仲
良
く
な
れ
る
か
な
あ

っ
て

こ
と
で
し
た
。
私
は
、
仲
良
く

な
れ
ば
ふ

つ
う
な
ん
で
す
が
、

最
初
、
あ
ん
ま
り
自
分
か
ら
話

し
か
け
ら
れ
な
い
こ
と
が
多

い

ん
で
す
。
だ
か
ら
、
南
小
の
子

と
ば

っ
か
り
話
し
て
る
状
態

に

な
り
そ
う
で
嫌
だ
な
あ

っ
て
。
　
一

中
学
だ
し
、
新
し
い
友
達

で
き

一

な
い
の
は
嫌
だ
な

っ
て
思

っ
て

一

ま
し
た
。

で
も
今
回
８
自
分
か

一

ら
話

が
出
き

て
〃

北
小

の
子

一

と
は
、
よ
く
し

ゃ
べ
れ
る
よ
う

一

に
な
り
ま
し
た
。
最
後
は
勉
強
。
一

中
学
は
四
点
セ

ッ
ト
と
か
あ
る

一

し
、
部
活
も
あ
る
の
で
大
変
そ

一

う
で
す
。
勉
強
は
、

こ
れ
か
ら

一

も

っ
と
難
し
く
な
る
し
、
量
も

一

ふ
え
る
と
思

い
ま
す
。
だ
か
ら

一

こ
れ
か
ら
も
不
安
は
あ
る
と
思

一

う
け
ど
、
が
ん
ば
り
た
い
。
ま

一

だ
中
学
生
に
な

っ
て

一
ヶ
月
半
。
一

部
活
も
勉
強
も
辛

い
か
も
、
だ

一

け
ど
頑
張
り
た
い
で
す
。
　
　
　
一

生
か
ら
人

っ
た
。

（六
区
）

や

つ
て
い
る
う

ち
に
、

コ
ツ
を

つ
か
ん
で
き
て
、

と
て
も
面
白

い
。
背
が
低
く
て

不
利
だ
け
ど
選
手
に
な
り
た
い
。

で
も
お
給
料
と
か
な
さ
そ
う
だ

し
、
年
を
と

っ
た
ら
続
け
ら
れ

な
い
こ
と
が
い
ま
い
ち
だ
。

も
う

一
つ
は
、
犬
や
猫
な
ど

の
ペ
ッ
ト
が
大
好
き
な
の
で
ペ
ッ

ト
の
た
め
の
店
を
ひ
ら
き
た
い
。

ペ

ッ
ト
も
飼

い
主
も
、
気
楽

に

休
め
る
き

っ
茶

コ
ー
ナ
ー
や
、

ペ
ッ
ト
の
服
や
壮″爺
型品
コ
ー
ナ
ー

や
、
預
か
り
所
を
作
り
た
い
。

飼

い
主
さ
ん
と
ペ

ッ
ト
を
か
こ

ん
で
、
気
楽

に
お
話
し
た
い
で

す
。

こ
れ
な
ら
、
年
を
と

っ
て

わたしの作文

ぼくの作文
′

Ｊ

Ｊ

Ｆ

″

Ｄ

私

の
な
り
た

い
も

の

小
六

野

神

栞

李

正
月
の
お
節
料
理

お
節
と
聞
く
と

正
月
の
豪
華
な
重

詰
め
料
理
を
思
い

浮
か
べ
る
事
で
し
ょ

う
。
そ
も
そ
も
お

節
と
は
正
月
や
五

節
句

（
正
月
七

日

の
人
日

・
二
月
三

日
の
上
巳

・
五
月

五
日
の
一悔
午

ｏ
七

月
七
日
の
七
夕

・

九
月
九
日
の
重
陽
）

の
時

に
使
う
料
理

（
節
供

料

理

）
の

事

で
、
そ
の
食
材

に
は
主
と
し
て
貯

蔵
品
が
多

い
。
正

Ｌ
Ｅ
月
料
理
を

「
お
せ

ち
」
と
言
う
の
は
、
節
供
料
理

の
意

で
、
五
節
供
の
内

で
も
最

も
ご
馳
走

の
多

い
新
年

の
料
理

だ
け
に
「
お
せ
ち
」
の
名
が
残

っ

た
。
最
も
こ
う
し
た
行
事
は
中

国
か
ら
伝
承
さ
れ
、
長
く
朝
廷

の
行
事

で
あ

っ
た
も
の
が
、
明

も
で
き
そ
う
。

で
も
、
お
家
が

広
く
な
い
と
い
け
な
い
。
ペ

ッ

ト
が
走
れ
る
庭
が
な
い
と
い
け

な
い
。
そ
の
た
め
に
お
金
を
た

め
な
き
ゃ
な
―
。
で
も
、
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
も
や
り
た
い
し
な
。
ど

っ

ち
も
ま
よ
う
な
―
。

治
初
年
に
廃
止
さ
れ
た
以
後
か

ら
民
間
行
事
と
し
て
今

の
よ
う

に
盛
ん
に
な

っ
て
き
た
。
大
型

店

で
の

「
お
せ
ち
」
の
名

は
、

料
理
の
豪
華
さ
を
客

に
与
え
る

為

に
、
朝
廷
言
葉
を
使
用
し
て

い
る
の
か
？

さ
て
此
処

で
使
用
さ
れ
て
い

る
品
目
と
、
そ
れ
ら
に
込
め
ら

れ
た
願
望
を
概
記
す
る
と
、

・
白
米

＝
子
孫
繁
栄
多
産

・
野

老

日
長
寿

・
掲
ち
栗

Ｈ
勝

つ

・

昆
布

日
立
身
出
世

・
海
老

日
長

寿

上
豆
＝
ま
め
ま
め
し
く
働
く

・

田
作
り
Ｈ
豊
作

・
里
芋

Ｈ
子
孫

繁
栄
多
産

・
数

の
子
＝
子
孫
繁

栄
多
産

・
千
し
柿

＝
長
寿

・
梅

千
し
Ｈ
長
寿

・
ナ

マ
コ
Ｈ
豊
作

等
。以
上
そ
れ
ぞ
れ
の
願
望

の
み

記
述
致
し
ま
し
た
が
、　
一
つ
だ

け
そ
の
意
味
を
書
く
と
、
海
老
＝

一■

お
せ
ち
料
理

髭
が
伸
び
、
腰
が
曲
が

っ
て
い

る
所
を
老
人
に
見
立

て
、
長
寿

へ
の
願
い
を
表
し
た
料
理
品
目
。

此

の
他
に
肴
と
し
て
は
、

い
な

だ

・
は
ま
ち

・
ぶ
り
と
成
長
す

る
に
つ
れ
名
前
が
か
わ
る

「
ぶ

り
」
が
用
い
ら
れ
る
家
が
多

い
。

此

の
お
節
料
理
は
家

に
よ

っ
て

異
な
り
、
ご
ぼ
う
、
れ
ん
こ
ん
、

に
ん
じ
ん
、
大
根
、
豆
腐
、
こ
ん

に
ゃ
く
、

板
付
き
な
ど
の
縁
起

物
も
使
わ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た

料
理
は
重
詰
め
さ
れ

（
三
～
四

段
重
）
正
月
二
が
日
の
食
卓
や

客
の
も
て
な
し
に
供
さ
れ
た
が
、

主
婦

の
水
仕
事
か
ら
の
開
放
の

意
味
も
あ

っ
た
と
思
わ
れ
る
。

字
数

の
関
係
で
、
与
え
ら
れ

た
表
題

の
意
味
か
ら
遠

の
い
た

事
を
お
詫
び
し
、
次
回
は
元
旦

行
事

に
つ
い
て
。

（下
市
田
史
談
会
）

三
段
重
の
お
せ
ち
料
理

私
の
な
り
た
い
も
の
は
、
い
っ

ぱ
い
あ
る
。
な
に
に
な
ろ
う
か
、

と
て
も
ま
よ

っ
て
い
る
。

私
は
、
お
母
さ
ん
と
同
じ
保

母
さ
ん
に
な
り
た
か

っ
た
。

で

も
、
徹
夜
ば

っ
か
り
だ
し
、
お

給
料
も
少
な
い
か
ら
、
大
変
だ
。

次

に
私
は
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

が
や
り
た
く
て
、
小
学
校
三
年

の郷ム典を具俗◎
ロ

ロ

L_
計ヽ
と
ｏ

ノ
て

ヽ
分

ハ／
距
◇

・
´

ヽ

．

“

爾
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そ
の
切

っ
掛
け
は
数
か
月
前

町
の
ダ

ン
ス
教
室
か
ら
誘

い
が

あ

っ
て
、
三
区
の
高
寿
会
か
ら

八
名
入
会
す
る
こ
と
に
な

っ
た
。

と
こ
ろ
が
町
の
会
員
の
方

々
は

ベ
テ
ラ
ン
揃

い
で
、
そ
の
方

々

と
は
中

々
踊
れ
る
よ
う
な
状
況

で
は
な
か

っ
た
。
困

っ
て
相
談

し
た
結
果
、
幸

い
三
区

に
も
ベ

テ
ラ
ン
の
方

々
が
数
名
お
り
、

そ
の
方

々
に
復
習
を
お
願

い
す

る
と
い
う
事

で
ク
ラ
ブ
を
作
る

事
に
な

っ
た
。

団
体
名
は
初
め
下
市
田
三
区

●
一

フ
０

。

会
員
は
発
足
当
時
男
性
十
名
、

女
性
五
名
、
計
十
五
名

で
あ

っ

た
が
、
現
在
は
男
性
十
名
、
女

性
八
名
、
計
十
八
名

に
な

っ
て

い
る
。
ク
ラ
ブ
活
動
は
月

一
～
二
回

取

っ
て
お
り
、
九
時

に
始
め
て

約
二
時
間
レ
ッ
ス
ン
、
そ
の
後

一
時
間
程
お
茶
を
飲
み
な
が
ら
、

活
動

の
反
省
や
障
間
話
な
ど
で

楽
し
く
融
和
を
計

っ
て
い
る
。

ダ

ン
ス
の
内
容
は
チ
ャ
チ

ャ

チ
ャ
、
ル
ン
バ
な
ど
の
ラ
テ
ン
、

ブ
ル
ー
ス
、

ワ
ル
ツ
な
ど
の
ス

タ
ン
ダ
ー
ド
の
二
部
門
で
あ
る
。

ク
ラ
ブ
は
発
足
以
来
四
十
同

目
を
数
え
て
お
り
、
会

の
雰
囲

気
は
い
つ
も
非
常

に
良
く
、
指

導
し
て
下
さ
る
方
が
分
か
り
易

く
懇
切
丁
寧
に
教
え
て
下
さ
る

の
で
、
全
員
の
方

々
が
ク
イ

ッ

ク
の
日
を
楽
し
み
に
し
て
い
る
。

以
上
は
拙
な
い
紹
介
で
、
実

状
を
充
分
伝
え
る
事
が
出
来
な

く
て
申
し
訳
な
く
思

っ
て
い
る
。

ほ
ぼ
二
分
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

戸
数
は
常
会
加
入
者

で
百
十
七

戸
で
近
年
大
き
な
変
更
は
あ
り

ま
せ
ん
。
常
会
数
は
七
常
会
十

五
組
合

で
、
下
市
田
区
内

で
は

小
さ
い
方
と
思

い
ま
す
。

自
治
会
の
事
業
は
分
館
事
業

を
中
心
に
六
月

に
ペ
タ
ン
ク
大

会
、
七
月
に
納
涼
祭
、
十
月

に

二
区
ふ
れ
あ
い
運
動
会
、　
一
月

に
は
元
旦

マ
レ

ッ
ト
ゴ
ル
フ
大

会

に
続

い
て
自
治
会

の
新
年
会

が
行
わ
れ
、
毎
年
多
く
の
方

の

参
加
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

二
区
独
特

の
事
業
と
し
て
、

毎
月
第
二
土
曜
日
に
高
齢
者
を

対
象

に

「
あ
さ
ぎ
リ
サ

ロ
ン
」

を
開
催
し
て
お
り
ま
す
。

こ
れ

は
お
助
け

マ
ン
を
中
心
に
町
内

外

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん

に
出
演

い
た
だ
き
有
意
義
な
半

日
を
過
ご
し
て
お
り
、
毎
回
三

十
人
位
が
参
加
し
て
お
り
、
喜

ば
れ
て
お
り
ま
す
。

二
区
は
地
区
内

の
大
き
な
行

事
に
は
若
者

の
仲
間

「
共
星
会
」

と
な

っ
た
た
め
現
在

の
場
所

に

新
築
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
平

成
十
年
に
は
町

・
地
主
の
協
力

も
あ
り
隣
接
地
に
十
二
ア
ー
ル

の
多
目
的
広
場
を
設
置
す
る
事

が
出
来
、
地
区

の
大
き
な
行
事

は
、
す

べ
て
実
施
す
る
事
が
出

来
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

親
水
公
園
は
出
砂
原
と

一
年

交
替

で
管
理
さ
れ
て
お
り
、
今

年
は
二
区
が
管
理
し
て
お
り
ま

す
。
ど
な
た
で
も
整
備
さ
れ
た

コ
ー
ス
で
マ
レ

ッ
ト
ゴ
ル
フ
を

お
楽
し
み
下
さ

い
。

室

駒

教

と

Ｘ

ひ

Ｇ

の

わ

ン

康

口
　
‐健

■
．
Ｌよ

＝
′

こ

ぎ

生

さ

先

あ

．耳

区
日

２

口野

力行会お好み演芸会 ` ●      ゛  ,    。
グループ紹介

ク
イ
ッ
ク
ク
ラ
ブ
　
　
　
′ダ、ン稼
っ
（一蛯

代
表

原

輝

人

（三
区
）

よ
れ

目
ｍ

で‐

下
市
田
三
区
　
ク
イ

ッ
ク
ク
ラ
ブ
と
命
名
し
改

昔
回
寿
会
の
ク
イ
ッ
　
め
た
。

ク
ク
ラ
ブ
が
誕
　
一
、
社
交
ダ

ン
ス
の
教
習
を
会

生
し
た
の
は
、
　

　

得
す
る
。

二
年
程
前
の
平
　
二
、
動
作
を
早
く
習
得
す
る
。

成
十
五
年
九
月
　
　
（
ク
イ

ッ
ク
）

一
日
で
あ

っ
た
。
　
三
、
趣
味
と
融
和
を
日
的
と
す

あ
さ
ぎ
り
の
里
二
区
　
　
　
抑鍋「い献
一

二
区
自
治
会
長

倉

沢

秀

司

籍
ヽ
ふ
網
冽

一

■
区
は
天
竜
川
　
い
運
動
会
、
町
民
運
動
会
等
に

一

に
面
し
た
段
丘
地
　
は
積
極
的
に
先
頭
に
立

っ
て
進

一

帯

に
あ
り
、
下
市
　
め
て
く
れ
て
お
り
、
有
り
難

い

一

田
河
原

の
大
半
が
　
事
と
思

っ
て
お
り
ま
す
。　
　
　
一

地
区
内

で
あ
る
事

　

集
会
施
設

「
下
二
会
館
」
は
、
一

か
ら
人
家

の
あ
る
　
平
成
六
年
あ
さ
ぎ
り
道
路

の
新

一

場
所
と
農
耕
地
と
　
設
に
よ
り
旧
会
所
が
敷
地
用
地

一

常
会
加
入
は

み
ん
な
で
考
え
よ
う

こ
の
問
題
は
長
い
こ
と
論
議

さ
れ
て
き
た
こ
と
で
あ
る
が
今

日
な
お
進
ん
で
い
な
い
。

下
市
田
の
世
帯
数
は
年
々
増

加
し

一
四
〇
〇
世
帯
に
な
ろ
う

と
し
て
い
る
が
、
そ
の
中
で
常

会
加
入
世
帯
は
約

一
一
〇
〇
世

帯
で
す
か
ら
約
二
〇
〇
世
帯
が

未
加
入
で
す
。

下
市
田
区
で
は
本
年
二
月
の

代
議
員
会

へ
こ
の
問
題
を
未
加

入
者
だ
け
で
な
く
区
民
み
ん
な

で
考
え
よ
う
と
提
案
し
ま
し
た
。

基
本
的
な
考
え
方
と
し
て
下

市
田
に
住
む
者
は
身
近
な
生
活

環
境
を
守
る
た
め
に
公
平
な
負

担
が
欠
か
せ
な
い
。
常
会

へ
の

編

集

後

記

一

『
萩

の
郷
』
六
十

四
号
を
お

一
届
け
し
ま
す
。
新
緑

の
季
節
も

一
過
ぎ
よ
う
と
し
、
早
苗
を
ゆ
ら

一
す
風
が
、
波
紋
と
な

っ
て
水
面

一
を
走

っ
て
い
く
の
な
ど
を
眺
め

一
ま
す
と
、
今
年
の
天
候

の
平
穏

一
で
あ
る
こ
と
を
願
わ
ず
に
は
い

一
ら
れ
ま
せ
ん
。
そ
れ
に
つ
け
て

一
も
、

こ
の
頃
の
気
候
に
は
、
う

一
る
お
い
と
い
う
も
の
が
少
な
く

一
な

っ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ

一
て
な
り
ま
せ
ん
。
ド
カ

ッ
と
降

一
る
大
雪
や
、
集
中
豪
雨
。
そ
れ

一
ら
が
み
な
地
球
温
暖
化
の
せ
い

一
と
言
わ
れ
る
と
、
天
候
ま
で
人

加
入
、
未
加
入
に
よ
る
差
が
あ
っ

て
は
地
域
の
融
和
が
損
な
わ
れ

る
。
従

っ
て
こ
の
こ
と
を
み
ん

な
で
考
え
て
み
よ
う
と
言
う
こ

と
で
す
。
例
え
ば
道

つ
く
り
や

井
さ
ら
い
な
ど
の
共
同
作
業

へ

の
出
役
の
状
況
を
見
る
と
、
常

会
加
入
者
は
当
然
の
こ
と
と
し

て
出
勤
す
る
が
、
未
加
入
者
が

出
勤
し
な
い
の
を
不
自
然
に
思

わ
な
い
人
が
多
い
。
こ
の
辺
の

考
え
方
を
改
め
、
未
加
入
者
に

は
み
ん
な
で
呼
び
か
け
て
、
自

分
達
の
身
近
な
生
活
環
境
を
共

に
守
る
努
力
を
し
、
そ
の
協
働

か
ら
、
常
会
加
入
の
糸
口
を
見

出
す
こ
と
は
如
何
か
。

区
長

・
木

下
　
豊

災
な
の
か
と
暗
い
気
持
ち
に
さ

せ
ら
れ
ま
す
。

こ
の
号
で
は
、
地
元
の
町
会

議
員
の
皆
様
に
今
後
の
取
り
組

み
と
抱
負
を
語

っ
て
も
ら
い
、

新
選
良
と
し
て
の
紹
介
と
致
し

ま
し
た
。
身
近
な
私
た
ち
の
暮

ら
し
が
、
地
球
規
模
の
動
き
と

決
し
て
離
れ
た
も
の
で
は
な
い

こ
と
を
考
え
る
と
、
町
の
行
方

の
ど
こ
に
、
明
る
い
希
望
の
光

を
見

つ
け
て
い
く
か
は
、
今
ほ

ど
大
切
な
時
は
な
い
よ
う
に
思

え
て
な
り
ま
せ
ん
。
他
人
事
と

思
わ
ず
、
私
た
ち
も
共
に
手
を

と
り
あ

っ
て
、
高
森
の
明
日
を

考
え
て
行
き
た
い
も
の
で
す
。
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